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国立成育医療研究センター
情報管理部 情報解析室長
医学博士 診療情報管理士

山野辺 裕二 氏

国立成育医療研究センター
http://www.ncchd.go.jp/

 所在地　〒157-8535
東京都世田谷区大蔵二丁目10番1号

 開　設　2002年 3月

 診療科　23科
内科、精神科、神経科、呼吸器科、消化器科、
循環器科、アレルギー科、リウマチ科、
小児科、外科、整形外科、形成外科、
脳神経外科、心臓血管外科、皮膚科、
泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、
リハビリテーション科、放射線科、歯科、
麻酔科

 病床数　490床

www.intersystems.co.jp

成育医療に関する膨大な医療データの二次利用を
実現するためにCACHÉとEnsembleを選択

国立成育医療研究センター

東京都世田谷区で成育医療（産科・小児科・小児外科・女性医療など）を推進する国立成育医療研究センター
は、病床数490床、平均外来患者1000人/月、病院と研究所が一体となって「健全な次世代の育成に貢献」す
る目的で、子供を産み育てるための医療と研究を行っています。同センターは2002年3月に国内5番目のナショ
ナルセンターとして設立され、医療情報の活用や二次利用のために、2008年にCACHÉとEnsembleを基盤と
したネットマークス社のCDR（Clinical Data Repository）を採用しました。

独立行政法人 国立成育医療研究セン
ターの情報管理部 情報解析室長 山野辺 
裕二氏は、同センターの医療情報システム
に対する取り組みについて、次のように切り
出します。
「当センターが2002年に設立されたときに
は、国が推進する電子カルテのモデル病院
として、当時の最新システムを導入しました。
それから6年を経た2008年がシステムの改
定にあたるライフサイクルとなっていたので、
わたしが赴任した2005年から更新に向け
た選定を開始してきました。一般の医療機
関とは異なり、当センターでは世代間に及ぶ
成育医療に関する情報を蓄積します。その
情報は、個人の誕生から成長を経て、成人
して母になるまでの長い期間にわたるもので
す。そのため蓄積される情報量は膨大なも
のとなります。2008年のシステム改定のとき
には、その膨大なデータを効率よく二次利用
できる点に注目して、CDRを選択しました」
同センターでは2002年に導入した電子カ
ルテに蓄積されていくデータの安全で効果
的な二次利用が、成育医療の研究にとっ
て重要だと考えていました。成育に関連す
るデータは、一般的な診療情報とは異なり、
数世代に及ぶ人の生涯にわたる医療デー
タを記録し検索しなければなりません。受
精卵が胎児として誕生し、その人が大人に
なって母となり新たな世代を生むまでのす
べてのデータを保管し二次利用できなけれ
ば、研究センターとしての重要な目的を果
たせないのです。その目的を実現するため

に、2002年に構築された第一期のシステム
では、電子カルテや各種部門システムから
データを抽出し分析するためにデータウェ
アハウス（DWH）を構築してきました。
「DWHでは欲しいデータを短時間で入手
することが困難でした。しかし2008年の更
新時期になると、データ二次利用システム
は、電子カルテやPACS-ECMと並ぶシス
テムの三本目の柱として、その重要性を増
していました。そこで、データ二次利用シス
テムの更新にあたっては、4つの要件を明
確にして選定に取り組みました」と山野辺氏
は更新への取り組みについて振り返ります。

成育医療研究センターが医療データの二
次利用システムの更新にあたって注目した
4つの要件は、検索スピードの速さと複雑な
条件による検索、そして容易なデータの整
理と汎用性でした。
「第一期のシステムでは、リレーショナル型の
データベースに蓄積された情報をDWHを
介して抽出していたので、十分な検索ス
ピードが得られませんでした。検索に一時間
かけてタイムアウトでエラーが返ってくるよう
なこともありました。また医療データに関して
も、現場の医師や看護師が、常に決められ
たフィールドに正確なデータを入力するとは
限りません。例えば、既往歴などは病名の
項目には入力されません。しかし研究者に
とっては、特定の既往歴で患者を検索した
いことがあります。こうした複雑な条件検索に
対しても、リレーショナル型では検索に時間が

6年ごとのシステム更新サイクルで
二次利用に向けた
CDRの刷新を検討

検索スピードと複雑な条件検索、
容易なデータの整理と
汎用性を求めてシステムを選定
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■インターシステムズパートナ

かかるだけではなく、目的のデータを抽出でき
ないことも多々ありました」と山野辺氏はシス
テム選定における要件の背景を説明します。
研究目的で利用される二次データは、通常の
医療データとは異なり、さまざまな条件から目
的のカルテや診療情報を探し出さなければな
りません。そのためには、あらかじめ決められ
た項目だけが高速に検索できるだけでは、十
分な役割を果たせないのです。病名の項目
に正しいデータが入力されていなくても、電子
カルテのどこかにメモのように記録されている
だけでも、短時間で抽出できるだけの複雑で
高速な検索性能が求められているのです。
「速さと条件の複雑さに加えて、データの整
理が容易な点も重要でした。たとえば、複
数のシステムからデータを取り込むときに、
退院日などの基準ひとつでも、電子カルテと
医事システムでは、項目の意味が異なるの
で、データの一元化が必要になるのです。
そして四つ目が汎用性です。二次利用
データには、あらゆるシステムの多様なデー
タを取り込める汎用性と柔軟性が求められ
ます。その上で複数世代のライフサイクル
にわたる情報を長期間にわたって保管し
二次利用できる百年データベースでなけれ
ばなりません。こうした観点から、CACHÉ
とEnsembleを基盤としたCDR（Clinical 
Data Repository）の導入を決断しまし
た」と山野辺氏は語ります。

CACHÉとEnsembleによる二次利用シス
テムは、2008年3月から稼動を開始しまし
た。百年という長期にわたる利用を目指し
て、2002年から蓄積されてきたデータを
数ヶ月かけてCACHÉに転送し、2011年6
月の時点では2億件を超えるデータ件数に
及んでいます。
「現在は、運用系基幹システムとなる電子
カルテやオーダリングに、参照用としての
PACS-ECM、そして後利用データベース
としてのCDRが、医療情報システムを支え
る三本の柱として本格的に稼動していま
す。わたしが赴任した2005年当時と比べ
ても、以前に比べて蓄積されたデータを再
利用するシステムの需要は高くなっていま

す。わたし自身もこちらに赴任する前は、大
学病院の経営分析システムがCACHÉを
採用していたので、パフォーマンスが高いと
いう評価は聞いていました。しかし実際に
利用してみると、その性能には驚かされま
す。従来の経験から想像するレスポンスと
は、明らかに違う性能と機能を実現していま
す。たとえば、普通のリレーショナル型データ
ベースならば時間をかけても検索できないよ
うな条件を指定しても、的確に探し出してく
れるのです。それがシステムの背後で稼動
しているCACHÉというデータベースの性
能なのだろうと評価しています」と山野辺氏
は説明します。そして実際のシステム選定
にあたっては、個々のベンダーからの回答に
も注目したという逸話も紹介してくれました。
「入札に参加したベンダーの多くは、こちら
が提示した条件に対して、決してNOとは
言いません。ただ『不可能ではありません』
とか『ハードを増強すれば』や『できないこと
はない』と回答していました。こうしたベン
ダーに対しては、これは実質的にはできな
いんだろうな、と感じていました。その結果、
明確に『できる』と回答したベンダーと交渉を
進めていったことで、CACHÉとEnsemble
が基盤になったとも言えるでしょう」と山野辺
氏は選定の背景について振り返ります。

「当センターの情報管理部門のデータに直

接接触する担当者は、センター内では数名
に限られていますが、その後ろには何十何
百の研究者がいます。膨大な医療データ
から研究に必要な情報や統計を導き出す
作業は、砂金を探すような仕事です。わた
し自身もまだ完全にCACHÉの検索機能
を使いこなせているわけではないですが、
これまで人手で一年間かけていたような集
計作業も、二次利用システムを効果的に活
用することで、半日から数時間で必要な
データを抽出できるようになりました。今後は
CACHÉの使い方に精通したり、分析ソフ
トを道具として活用できるようになれば、さら
に貴重なデータを的確に探し出せるように
なると期待しています」と山野辺氏は二次
利用システムへの期待を語ります。
「2014年には第三期のシステム更新をむ
かえます。そのため、2012年からは本格的
な検討に入ります。まだ明確な方針は立っ
ていませんが、場合によっては電子カルテ
システムをデータベースも含めて刷新する
ケースも考えられます。そのような状況に
なっても、すべての医療データをCACHÉ
に移管しておけば、電子カルテシステムの
刷新は可能になります。また、この先を見据
えて百年後にもデータを使い続けていく
データベースとしては、リレーショナル型では
なくCACHÉが適していると考えています」
と今後に向けた抱負も山野辺氏は抱いて
います。 

2億件を超えるデータからの
複雑な検索も短時間で処理

百年先を見据えたデータの入れ物として
CACHÉを使い続ける

成育医療研究センター病院情報システム

部門システム

運用系基幹システム
電子カルテ・オーダ

後利用データベース
EDR

参照用アーカイブ
PACS-ECM

※EDR（Enterprise Data Repository）システム：成育医療研究センターでの呼称



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.33333
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.33333
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


